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新たな健康戦略としての「機能性香料」の提案
—ヒトフェロモン等価物の応用—
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Proposal of “Functional Perfume” as New Health Strategy:  
Application of Human Pheromone Equivalent

Kazuyuki SHINOHARA*, Wataru TARUMI

Abstract
Menopausal women show some physical and mental problems. It is known that the disorder is caused by the rapid de-

crease of estrogen and testosterone. Hormone replacement therapy has been used to treat menopausal symptoms, but side 
effects have also been reported. Therefore, there is a need for alternative medicine with few side effects that replace hormone 
replacement therapy. Based on our research, pheromones increase endogenous hormone secretion in humans. In this paper, 
we outline not only the method of searching for pheromone equivalents among aroma components derived from plants, but 
also the possibility that these pheromone equivalents will be alternative medicine for menopausal disorders. In addition, we 
outline the concept of functional aroma we have proposed recently.
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1. は じ め に

女性の労働人口の増加，晩婚，高齢出産，晩産化・少
産化などに伴うさまざまな問題が存在し，現代の女性の
健康にかかわる問題は大きく変化しています。女性が職
業生活において活躍するためには，人生の各段階に応じ
てその心身の状況が大きく変化する女性の一生のステー
ジごとの健康や疾患について，心身における性差も加
味し，かつライフステージの軸で多面的に包括的にとら
え，病態の解明と予防および治療に向けた研究開発とそ
の実用化が必要である。
日本医療研究開発機構（Japan Agency for Medical Re-

search and Development: AMED）でも，女性の健康の包
括的支援実用化研究事業により本課題解決に向け，強
力なバックアップを行っている。われわれも，AMED
からの研究支援（採択課題名「女性の健康向上に資する
ウェアラブル医療機器等の開発，および機器利用による
診療の質向上に関する研究」）を受け，女性の生体情報
をウェアラブルデバイスによって取得する技術と取得し
た生体情報から必要な情報を抽出，解析し女性のホルモ

ン状態を推測するアルゴリズムを作成することに成功し
た。この手法により，ウェアラブルデバイスによる更年
期障害の診断につながる手法の開発を行えた。
ホルモン状態の評価法による更年期障害診断法の開
発を終え，次に更年期障害によってもたらされる症状
の緩和法の開発を試みている。これまで，ヒト香気成分
（フェロモン）が女性ホルモン増加効果をもたらすこと
を明らかにしてきた。そこで，フェロモンあるいはフェ
ロモン等価物が女性のホルモンバランスの乱れを改善す
ることに有用なのではないかと考えた。本稿では，われ
われの研究内容を説明するために，女性の健康寿命につ
いて，女性の生理的老化（更年期障害），老化に介入す
る手法（香気成分など），そして近年われわれが提唱す
る「機能性香料」という概念について概説する。

2. 女性の健康寿命について

平成28年の総務省統計局の調査によると，高齢者人
口が，男性は1,499万人（男性人口の24.3%），女性は
1,962万人（女性人口の30.1%）で，女性が男性より463
万人多くなっており，割合では，女性が初めて30%を
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